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最
近
、
自
治
体
議
員
や
職
員
か
ら
防
災
の
条
例

化
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
議
会
の
防
災
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
地
域
防
災
計
画
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
防
災

の
条
例
が
必
要
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
市

民
、
議
会
、
全
庁
を
巻
き
込
ん
で
防
災
・
減
災
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
」
と
答
え
て
い
る
。
そ

う
す
る
と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
要
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
持
続
的
に
防
災
対
策
を
向
上

さ
せ
る
手
段
で
す
ね
。
地
域
防
災
計
画
で
も
で
き

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
質
問
に
な
る
。
そ
こ
で
、
今
回

と
次
回
で
は
、
こ
の
問
い
を
掘
り
下
げ
て
考
え
て

み
よ
う
と
思
う
。

脆ぜ
い
じ
ゃ
く
弱
な
市
区
町
村
の
防
災
体
制

　

首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
科
学
的
に
想
定
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
一
次
的
対
応
を
行
う
の
は
市
区
町

村
だ
。
し
か
し
、
膨
大
な
初
動
対
応
が
で
き
る
人

的
、
物
的
資
源
を
市
区
町
村
の
み
で
確
保
す
る
こ

と
は
明
ら
か
に
不
可
能
で
あ
る
。
国
や
都
道
府
県
、

他
市
区
町
村
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
職
員

不
足
、
情
報
不
足
や
交
通
網
の
断
絶
な
ど
で
き
め

細
か
い
支
援
体
制
が
確
立
さ
れ
る
見
通
し
は
立
っ

て
い
な
い
。

　

一
方
、
全
国
を
見
渡
す
と
、
８
割
以
上
の
市
区

町
村
は
人
口
10
万
人
以
下
、
５
割
以
上
が
人
口

３
万
人
以
下
で
あ
る
。
こ
の
規
模
の
市
区
町
村
は

防
災
部
局
に
十
分
な
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
小
規
模
町
村
で
は
防
災
担
当
者
が
１
〜
２

名
、
し
か
も
他
の
業
務
と
兼
務
と
い
う
状
況
だ
。

　

そ
し
て
、
大
災
害
が
発
生
す
る
と
被
災
市
区
町

村
は
、
交
代
要
員
も
な
い
ま
ま
に
膨
大
な
災
害
対

応
業
務
に
文
字
通
り
不
眠
不
休
で
従
事
し
、
奮
闘

を
続
け
る
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
不
慣
れ
で
ス

ト
レ
ス
の
多
い
業
務
で
あ
る
。
職
員
も
被
災
者
で

あ
る
た
め
、
被
災
者
が
被
災
者
を
支
援
す
る
状
況

を
強
い
ら
れ
る
。
災
害
対
策
基
本
法
は
、
東
日
本

大
震
災
後
、
２
０
１
２
年
お
よ
び
２
０
１
３
年
の

２
度
に
わ
た
り
大
幅
な
法
改
正
が
な
さ
れ
た
が
、

被
災
し
た
市
区
町
村
が
第
一
次
的
に
対
応
す
る
基

本
構
造
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。

地
域
防
災
計
画
の
課
題

　

東
日
本
大
震
災
発
生
を
受
け
て
、
公
益
社
団
法

人
土
木
学
会
は
２
０
１
２
年
12
月
に
地
域
防
災
計

画
の
問
題
点
や
課
題
の
整
理
・
分
析
を
行
っ
た
が
、

そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①�

広
域
災
害
へ
の
対
応
で
は
、
被
災
市
区
町
村
か

ら
の
支
援
要
請
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
国
を

含
む
広
域
地
域
連
携
の
対
処
方
策
が
不
十
分
で

あ
る
。

②�

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
予
防
計
画
に
関
し
て
は
、
事

業
主
体
が
作
成
し
た
事
業
計
画
の
転
記
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

③�

対
応
計
画
は
職
場
や
組
織
が
被
災
し
な
い
前
提
で

あ
り
、
業
務
継
続
計
画
の
概
念
が
欠
け
て
い
る
。

④�

減
災
や「
公
助
」「
共
助
」「
自
助
」に
よ
る
地
域
連

帯
、
関
係
者
や
地
域
住
民
と
の
協
働
の
内
容
が

地
域
防
災
計
画
、
防
災
・
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

防
災
条
例
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希
薄
で
あ
る
。

⑤�

復
旧
・
復
興
に
対
す
る
実
質
的
な
内
容
が
乏
し
い
。

⑥�

減
災
目
標
の
設
定
と
達
成
に
向
け
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
サ
イ
ク
ル
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。

（
傍
線
は
筆
者
が
追
加
）

　

土
木
学
会
の
指
摘
し
た
課
題
の
中
で
、
上
位
概

念
に
当
た
る
の
が
、
傍
線
部
の
防
災
・
減
災
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
防
災
の
各
論
に
入
る
前
に
、

総
論
と
し
て
ど
の
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

の
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
が
大
き
な
課
題
だ
。

防
災
・
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
条
例
化

　

市
区
町
村
の
実
務
で
は
年
度
単
位
、
数
年
単
位
で

の
限
ら
れ
た
時
間
、
人
員
、
予
算
の
中
で
最
大
限
の

効
果
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
市
区
町
村
は

自
ら
の
防
災
上
の
脅
威
・
弱
点
を
把
握
し
、
対
策
の

優
先
順
位
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
優
先
順
位
を
判
断
す
る
の
は
意
外
に
難
し
い
。

例
え
ば
、
備
蓄
と
訓
練
の
ど
ち
ら
が
大
切
か
、
あ
る

い
は
耐
震
化
と
火
災
予
防
と
ど
ち
ら
を
先
に
す
る
か

は
、
に
わ
か
に
は
判
断
し
が
た
い
。

　

そ
こ
で
、
優
先
順
位
を
考
え
る
際
に
、「
本
来
の

目
的
」
を
指
標
に
し
た
い
。
地
域
防
災
計
画
の
最
大

の
目
的
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
人
命
を
守
る
」
こ

と
で
あ
る
。
人
命
を
守
っ
た
後
に
、
生
活
や
地
域

の
再
生
、
都
市
・
経
済
の
復
興
が
あ
る
。「
命
な
く

し
て
地
域
な
し
、
地
域
な
く
し
て
経
済
な
し
」
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
大
震
災
を
振
り
返
る
と
、
関
東

大
震
災
で
最
も
多
く
の
人
命
を
奪
っ
た
も
の
は
火

災
で
あ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
建
物
倒
壊
、

東
日
本
大
震
災
で
は
津
波
だ
。

　

こ
れ
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
地
域
防
災
計
画
の
総

則
に
掲
げ
る
べ
き
目
標
、
す
な
わ
ち
防
災
・
減
災

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
柱
に
な
る
。
地
域
に
よ
っ
て
火

災
、
建
物
倒
壊
、
津
波
の
脅
威
の
レ
ベ
ル
が
変
わ

る
た
め
、
最
優
先
の
対
策
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　

防
災
・
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
に
は
、
ま
ず
、

す
べ
て
の
防
災
対
策
を
「
人
命
」
の
観
点
か
ら
総
点

検
し
、
減
災
目
標
を
設
定
す
る
。
こ
れ
が
最
大
に

な
る
対
策
を
選
択
し
、
集
中
的
に
投
資
す
る
。
そ

の
他
の
対
策
は
減
災
目
標
を
達
成
し
て
か
ら
実
施

す
る
か
、
あ
る
い
は
低
い
水
準
で
継
続
す
る
。

　

そ
の
際
、
ほ
と
ん
ど
の
重
要
対
策
は
防
災
部
門

以
外
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
耐
震
化
は
建

築
、
ま
ち
づ
く
り
は
都
市
計
画
、
災
害
時
要
配
慮

者
の
支
援
は
福
祉
、
防
災
教
育
は
教
育
委
員
会
が

実
施
す
る
。
そ
こ
で
、
市
区
町
村
が
全
庁
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
。
同
時
に
、
効
果

を
高
め
る
た
め
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て

改
善
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
長
期
的
・
継
続
的
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
市
民
や
議
会
を
巻
き
込
む
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
一
般
に
地
域
防
災
計
画
は
、
多
数
の
項

目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
分
厚
く
、
住
民
か
ら
縁
遠

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
防
災
対
策
は
、
結
局
は

住
民
一
人
一
人
の
自
覚
と
準
備
、
企
業
等
を
含
め

た
社
会
全
体
の
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ

こ
で
、
住
民
誰
も
が
理
解
で
き
る
簡
潔
で
明
瞭
な

減
災
目
標
を
設
定
し
、
防
災
・
減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
標
、
手
段
の
共

有
化
と
協
働
が
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

近
年
、
市
区
町
村
が
地
域
防
災
計
画
の
呪
縛
を

嫌
い
、
目
標
設
定
と
達
成
方
法
を
明
示
し
た
地
震

防
災
戦
略
な
ど
を
定
め
る
事
例
は
多
い
が
、
行
政

計
画
は
そ
の
時
々
の
情
勢
に
よ
っ
て
容
易
に
変
え

ら
れ
、
法
的
拘
束
力
も
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
場
合
、

住
民
の
参
加
が
な
く
行
政
職
員
の
み
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
誰
も
が
理
解
で
き
る
簡
潔
で
明
瞭
な

地
域
防
災
に
関
す
る
重
要
戦
略
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

方
策
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
れ
が

「
防
災
条
例
」だ
。
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